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○ エンドファイト窒素固定 
 救荒作物として有名なサツマイモは少ない肥料で旺盛に

生育します。これはサツマイモが N2を窒素源として利用で

きるためです。その窒素固定は体内に生息する微生物（エ

ンドファイト細菌）によるものと考えられ、マメ科植物の

根粒のように特殊な共生器官を必要としません。また、サ

ツマイモ以外（例えばサトウキビ）でもエンドファイト窒

素固定が知られており、動物のシロアリも腸内細菌を介し

て N2を利用しています。ただし、これらの体内には窒素固

定遺伝子を持つ細菌が多く生息しているため、どの細菌が

窒素固定したのかは不明です。生物体内で実際に窒素固定

した細菌を可視化し、その機能が発揮される条件の解明を

目指しています。それによって、窒素固定能を持たない他の生物に新たに窒素固定能を付与できないかを

模索しています。 

 
○ 難溶性カリウム利用能 
 カリウムは肥料成分の３大要素のひとつで多量に消費さ

れていますが、その原料であるカリ鉱石の産地は限られてい

ます。カリウムの機能のひとつに、葉で作られた糖を他の器

官に輸送する役割があり、特にイモ類はカリウム施肥量が重

要とされてきました。ところが、カリウム無施肥でもサツマ

イモは生育するという結果が得られ、通常の作物が利用でき

ない形態のカリウムをサツマイモが獲得する可能性が判明

しました。その機構解明・応用に取り組んでいます。 

 

顔写真 

 
サツマイモ塊根（a-d）および細根（e-h）抽出液に存在した
細菌体内の C-15N 結合、C-14N 結合および重ね合わせ合成の
ラマンイメージングで、一部の細菌（P1）は 15N2を同化した
ことを示す． 

 
無施肥土壌に伸長した根（左）とカリウム集積の蛍光 X線
マッピング画像（右）の種間比較． 
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